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*1 Themis Data Analysis Software suite
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検索結果
ブラウジング
も可能！
より詳細なメタデータ
[検索結果画面]
•詳細情報へリンクしたアイテムが、
列挙される。
•観測データの所在情報を含む
NumericalData/Granule型のメタ
データから、観測データへのアクセ
スが可能となる。
•他分野のデータへ辿り着くことが困難である。
→IUGONETメタデータ・データベースで解消！
•結果として、総合解析が困難である。
→IUGONET解析ソフトウェアで解消！
[検索画面]
[開発中の画面]
IUGONET-MDBと解析ソフトウェアの連携
Client Side IUGONETメタデータ・データベース
(1)クエリー
(3b) Wget
(内部的に呼び出し)
(IDLVM+TDAS) (DSpace)
(SRW)
(2)メタデータ
(4) 観測データ
(3a) Load
プロシージャ
(5) プロット
[その他のインターフェイス]
IUGONETメタデータ・データベース
は、外部のソフトウェアからデータ
ベースを利用するための、インター
フェイスを提供する。現在は、SRW
を整備中である。またOpenSearch, 
OAI-PMHの導入も検討中である。
[解析ソフトウェアの概念図]
